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私は DNAおよび各種ヌクレオチド類の原子炉照射の実験から、 (n 、 y)反応の結果生じた反ば2同五がD
NAにおいてはその約50%が親化合物と結合して残っており、しかもそのうちの約50%はホスファー
ターセ弛理によって消失すること、すなねち、モノエステル結合であることを知った。さらにまた、













化の段階で重要な役割を演じたであろうことを提起した。論文 2 は 2'一、 3'- および、 5'-AMP の無






第 1 篇はその後の研究の導入部分となるもので、 dAMP 、 dGMP 、 dCMP 、 dTMP 、 dATP 、 dCTP
およびDNA (サケ精子)を乾そう状熊で、、またdAMP 、 dCMP 、 dATPおよびDNAを水溶液の状
態でそれぞれ原子炉照射し、 (n 、 γ)反応、によって生ずる，32pをペーパークロマトグラブイとオートラジオ
グラフィによって追跡した研究である。実験の結果、無機32p はモノヌクレオチドでは亜リン酸、ヌク
レオチド三リン酸と DNAの場合は次亜リン酸のフラクションにもっとも多かったが、有機32p として




第 2 篇および第 3 篇は、原子炉内で (n 、 γ) 反応によりつくっ t:..31 S i を C4C) アデノシンあるいは
C4C) AMP 、 C 14C)ADP と混在きせ~lS iの崩壊によって生ずる31pにより、アデノシンの約 2%がAMP
に、またAMP 、 ADPの約0.2%がそれぞれADP 、 ATPに変わることを明らかにした。著者は原始地
球上でこのようなホットアトム化学反応がおこった可能性が大きいと主張している。
著者の研究は生命の起原の問題に貢献するもので、その他多数の放射線生物学および、放射化学に関
する参考論文もあわせ考えて、理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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